
1 

 

２０１８年 8月役員会 
2018.08.06（月)19:00-20:30 

 

１．９月例会（ユース）について 
９月１７日(月）午後７時００分より 
担当:矢竹ワイズ/会場:ノースランドホテル 
形式:部長公式訪問。 
ゲストスピーカー：佐藤恵子氏 笑心代表 

２．ＹＭＣＡバザー 
  10月 6日(土)10:30～13:30 
  鈴蘭軽スポーツセンター 
  クラブ出典：焼き鳥・コーヒーコーナー 
３．その他 
  ・アジア太平洋地域大会の宣材バッジ購入 

・熊本五福クラブチャーター祝い金支出 
  ・じゃがいもファンドへの注文始まり 
４．諸報告 

  ・北海道部大会報告 

    第２回評議会(次期役員研修会) 

2019年 4月 27日 札幌 

    2019年度第 1回部大会・評議会 

      2019年 8月 31日 札幌 

    2019年第２回評議会(次期役員研修会) 

      日程未定 

  中村義春次次期部長(ホスト：十勝クラブ) 

・8/23中村農場でＹＭＣＡ幼保園芋掘り遠足 

・9/22ＹＭＣＡ幼保園運動会(鈴蘭親水公園) 

 

10月役員会:10月 1日（月） とかち帯広ＹＭＣＡ 

10月例会(EMC/E YES):10月 15日（月） 

 （担当：渡辺ワイズ） 

 

 

  

 

 

 

 

 
ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

THE SERVICE CLUB OF 

YMCA 

2018-2019 ９月号

CHATERED 1977 

 事務局 〒080-0312 北海道河東郡音更町南鈴蘭南 4丁目５－５ とかち帯広ＹＭＣＡ内 

                            TEL：0155-32-5561 FAX：0155-32-5562 

国  際  会  長    Moon Sang-bong 【韓  国】    『Yes,We Can Change!(私たちは変えられる)』 

アジア太平洋地域会長  田 中 博 之    【東京多摩みなみ】 『Action!(アクション！)』 

東日本区理事    宮 内 友 弥    【東京武蔵野多摩】 『為せば 成る』 

北海道部部長    二本松 能 敬    【北  見】      その先の ワイズへ』 

十勝クラブ会長    赤松明彦   『今、出来る事から行動しよう。未来のために』 

 

 

会員 ７月出席者 ニコニコボックス クラブ役員 

在籍      18名 
内,広義    1名 
休会       2名 
出席率 

７６％ 

ﾒﾝﾊﾞｰ   １１名 
ﾒﾈｯﾄ･ｺﾒｯﾄ   ０名 
ｹﾞｽﾄ     １名 
ﾋﾞｼﾞﾀｰ    １名 
ﾒｲｷｬｯﾌﾟ    ２名 

計  １３名 

前月残高  316,151円 

今月入金   12,200円 

今月支出        0円 

今月残高  328,351円 

会 長 赤松 明彦 

次期会長池田 正勝 

副会長 矢竹 克年 

 々  重堂 幸恵 

書 記  山本 雅之 

会 計  中村 義春 

直前会長 山田 敏明 

連絡主事 川口 豊 

◎９月例会を終えて 
矢竹克年 

 本格的に秋の気配を感じる昨今、過日 9月 17日

にホテル日航ノースランドにて９月例会が行われ

ました。ワイズメンバー11名の参加があり、お忙

しい中、ありがとうございました。 

 今回の例会には北海道部長の公式訪問と言う事

で北見より二本松部長と、ゲストスピーカーに福

祉事業所「笑心(えこ)」の代表、佐藤恵子さんを

お招きして開催しました。 

 9月 6日の胆振東部地

震後の大規模停電の影

響を心配しましたが、何

とか皆様の苦労話をお

聞きする事に留まり安

心しました。例会は、赤

松会長の挨拶の後、二本

松部長挨拶、ゲストス

ピーカー紹介、食前感

謝、会食と続き、佐藤

さんの「わたしの人生

を変えてくれた人」と

言うテーマでお話を

して頂きました。 

 同氏は、障がい者であるご自身のお子様との生

活の中で、人を笑顔にしてしまう特性を生かすこ

とができる環境づくりを考えて行くうちに多くの

人びとの協力を頂き「福祉サービス事業所 笑心

(えこ)」を開設できました。同所の理念である『郷

《今月の聖句》 『求めなさい、そうすれば、与えられる』 

マタイによる福音書 7章 7～8節 

  求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。 
そうすれば、開かれる。だれでも、求める者は受け、探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる。 
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育(きょういく)～郷に生まれ、郷に育つ』の基に、

夫々の能力と特性に応じた支援をされています。

新聞配達、農家の下請け作業、役場や高校での売

店等を行ったり、通所者への日中活動の場や、み

守り、社会への適応に繋がる生活体験の機会をも

提供しておられます。 

 私自身、娘二人に障がいがあるために興味深く

拝聴しました。また当番の不慣れにより不手際も

ありましたが、メンバー各位のご協力により無事、

例会を終えた事に感謝致します。 

 

◎幼保園・プレスクールの運動会 
 ９月２２日(土)に幼保園・プレスクールの運動

会を開催しましたが、生憎の雨天から会場を変更

して近隣の小学校をお借りしての開催でした。 

 練習を重ねた運動会でしたので屋内とは言え、

中々の成果を発表出来ました。一部の種目が出来

なかった事が残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎大停電の影響 
 ９月６日の胆振東部地震では最大震度７を記録

しました。十勝では震度４で「揺れたな」程度で

した。それが大停電の始まりとは。震源近くの火

力発電所の緊急停止により北海道中が数日の停電。 

クラブメンバーへの直接的被害はありませんでし

た。酪農を営むメンバーは発電機で搾乳システム

を稼働はさせましたが、乳業メーカーのシステム

ダウンで折角搾った生乳は集荷されないと言う被

害がありました。昔はよく停電になりましたので、

それに備える準備もありました。それが今では全

くの無防備状態。電気がなければ何も出来ない。

寺田寅彦は『天災は忘れた頃にやってくる』と言

ったそうですが、やはり備えが必要と再確認。 

 

◎今年のじゃがいもファンド 
 １９７７年に始まった“じゃがいもファンド”

は４１年目になりました。ネットに入ったじゃが

いもは今では段ボール箱詰め。品種も“農林１号”

から“男爵”、“農林３１号”へと変わってきてい

ます。東西日本区に分かれてはいますが、夫々の

クラブ、ＹＭＣＡではファンドつくりの一助とな

っているであろうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忘 れ ず に 
・第 22回東日本区大会 

 2019年 6/1～2 
 国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰ 

・第 28回アジア太平洋地域大会 
2019年 7/19～21 仙台国際センター 

・第 23回東日本区大会 
2020年 6/6(土) 帯広 
（渡辺ワイズが実行委員長） 

１０月役員会 
 １０月１日（月）１９時 

とかち帯広ＹＭＣＡ 
１０月例会 
 １０月１５日（月）１９時 
   とかち帯広ＹＭＣＡ 

 

 

 


